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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】内容物のボリュームや見栄えを良くすることが
可能な弁当容器を提供する。
【解決手段】熱可塑性樹脂シートを成形して得られる弁
当容器であって、下方に伸びる傾斜面と上方に伸びる傾
斜面を連続的に設けた棚部を複数連設して収容部を構成
した。下方に伸びる傾斜面と上方に伸びる傾斜面の連続
部位を湾曲形状に構成するのが好ましい。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　熱可塑性樹脂シートを成形して得られる包装用容器において、下方に伸びる傾斜面と上
方に伸びる傾斜面を連続的に設けた棚部を複数連設して収容部を形成したことを特徴とす
る弁当容器。
【請求項２】
　下方に伸びる傾斜面と上方に伸びる傾斜面の連続部位を湾曲形状にした請求項１に記載
の弁当容器。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案はコンビニエンスストアやスーパーマーケット等で陳列販売される弁当容器に関
し、より詳しくは熱可塑性樹脂シートを成形して得られる弁当容器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　上記のような弁当容器は、一般に底部と当該底部の周囲にそれと一体に上方に立ち上が
る側壁部を設けて構成してある。
【０００３】
　昨今、コンビニエンスストアやスーパーマーケット等で陳列販売される弁当容器におい
ては、内容物のボリュームや見栄えを良くするため容器の深さを浅くすると共に、容器上
面の開口をなるべく広くして内容物がよく見えるよう工夫されたものがある。
【０００４】
　特許文献１には食品載置面を有する盛り付け用膨出部が上方に向けて膨出形成されてい
ると共に該盛り付け用膨出部が前後に複数並設されており、手前側の盛り付け用膨出部に
対して奧側の盛り付け用膨出部を高く形成することで、立体的で見栄えの良い盛り付けを
可能とした包装用容器が開示されている。
【０００５】
　特許文献２には容器本体の食品収容部の底面を傾斜状に山形に形成することで、内容物
を見栄え良くする工夫が施された包装用容器が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１５－２２４０４０号公報
【特許文献２】特開２０１１－２４０９４３号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００７】
　本考案も内容物のボリュームや見栄えを良くすることが可能な弁当容器を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成する本考案の構成は次の通りである。
【０００９】
　（１）　請求項１に記載の考案は、熱可塑性樹脂シートを成形して得られる弁当容器で
あって、下方に伸びる傾斜面と上方に伸びる傾斜面を連続的に設けた棚部を複数連設して
収容部を構成した。
【００１０】
　（２）　請求項２に記載の考案は、請求項１記載の弁当容器において、下方に伸びる傾
斜面と上方に伸びる傾斜面の連続部位を湾曲形状に構成した。
【考案の効果】
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【００１１】
　上記のように構成される本考案が、如何に作用して課題を解決するかを図面を参照しな
がら概説する。
【００１２】
　図１に示すように本考案にかかる弁当容器１０には食品を収容する収容凹部１１，１２
，１３，１４，１５が設けられており、例えば大きな容積を有する収容凹部１１にはご飯
が、小さな容積を有する収容凹部１２，１３，１５には漬物や煮物などを収容する構成と
なっている。
【００１３】
　本考案は主なおかずをを収容する比較的大きな容積を有する収容凹部１４を、下方に伸
びる傾斜面１４ａと上方に伸びる傾斜面１４ｂを連続的に設けた棚部２２を複数連設する
ことで形成してある。各種おかずを棚部２２ごとに載置することが可能となり、つまりは
各種おかずが重ならず可視的な面を大きく陳列することが可能となる。これにより見栄え
良くおかずを収容することが可能となるのである。
【００１４】
　また、おかずを立体的に陳列できるため、ボリューム感を演出することも可能となる。
【００１５】
　更には、おかずが移動しにくい為、工場で盛り付けした状態を維持しやすく、商品価値
を維持することも可能となる。
【００１６】
　また、複数の食材が置かれても、食材同士が接する面積が減少するので、味移りの恐れ
が小さくバランを用いる必要性が減少する。
【００１７】
　請求項２に記載の考案は、下方に伸びる傾斜面１４ａと上方に伸びる傾斜面１４ｂの連
続部位Ｂを図３に示すように湾曲形状に形成してある。かかる形状にすることで洗浄が容
易になり、リサイクルの便宜を図ることが可能となる。つまり連続部位を湾曲形状ではな
く直線的な角部とすると食物残渣が入り込み付着し洗浄しづらいという難点を有する。こ
れに対し本願のように湾曲形状とすると食物残渣が付着しづらく、よって先浄水も少量で
足り、また洗浄作業も短時間で済むことになる。つまりはリサイクルが容易となるのであ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本考案の正面図
【図２】同、右側面図
【図３】図１におけるＡ－Ａ線端面図
【考案を実施するための形態】
【００１９】
　以下、好ましい考案の一実施形態につき、図面を参照しながら概説する。なお、本考案
の実施の形態は、下記の実施形態に何ら限定されることはなく、本考案の技術的範囲に属
する限り種々の形態を採りうる。
【００２０】
　本考案にかかる弁当容器１０は、熱可塑性樹脂シートを熱成形することによって、図２
に示すように底部２０から側壁２１が立ち上がり容器を形成するものである。
【００２１】
　本実施形態においては図１に示すように正面略長方形状の皿状に形成され、その内部は
複数個の仕切部１６，１７、１８，１９で正面略方形の５つの収容凹部１１，１２，１３
，１４，１５に仕切られている。
【００２２】
　本考案は収容凹部を、下方に伸びる傾斜面と上方に伸びる傾斜面を連続的に設けた棚部
を複数連設したことを特徴とする。図１、図３でいえばが、下方に伸びる傾斜面１４ａと
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上方に伸びる傾斜面１４ｂを連続して棚部２２を形成し、この棚部２２を連設することで
収容凹部１４が設けられている。請求項２に記載の考案においては、下方に伸びる傾斜面
１４ａと上方に伸びる傾斜面１４ｂの連続部位Ｂ、すなわち収容凹部１４の下端部が湾曲
形状に形成してある。
【符号の説明】
【００２３】
１０・・弁当容器
１４ａ，１４ｂ・・傾斜面
２２・・棚部

【図１】 【図２】
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【図３】
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